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　20匹のwistar系ラットを食餌中のカルシウム制限
をした群とコントロール群に分け、さらに両群を急性
運動負荷群と安静群に分けた。それらの横隔膜組織中
の主要な抗酸化酵素マンガンスーパーオキシドジス
ムターゼ（Mn－SOD）、銅亜鉛SOD（Cu－Zn－SOD）、グ
ルタチオンペルオキシダ一筆（GPX）、カタラーゼ
（CAT）〕の活性を酸化ストレスの間接的な指標として
測定し、それぞれのメッセンジャーRNA（mRNA）の
発現をリアルタイムRT－PCRによって測定した。さら
に酸化ストレスの指標である蛋白カルボニルを測定
した。
　カルシウム制限はMn－SOD、　Cu－Zn－SODの活性を
有意に増加させた。急性運動はカルシウム制限群にお
いてのみ両SOD活性を減少させた。　GPX活性はカル
シウム制限により増加した。急性運動はコントロール
群のGPX活性を増加させたが、カルシウム制限群で
はさらなる活性の増加は見られなかった。CATの活
性は各グループ間で有意差を認めなかった。カルシウ
ム制限はMn－SOD、　Cu－Zn－SODのmRNAの発現に
影響を与えなかった。コントロール群において、急性
運動は両SODのmRNAの発現を増加させた。一方、
カルシウム制限群において急性運動はMn－SODの
mRNAの発現を増加させた。　GPXのmRNAの発現
はカルシウム制限により増加したが、急性運動により
減少した。CATのmRNAの発現は営営間に有意差を
認めなかった。カルシウム制限はラット横隔膜組織中
の蛋白カルボニルに影響を与えなかったが、急性運動
後にはコントロール群と比較して、カルシウム制限群
において蛋白カルボニルが増加した。
　本研究の結果、ラット横隔膜組織中の抗酸化酵素の
活性は、カルシウム制限によって増大した酸化ストレ
スに対応し増加しているが、急性運動によりさらに誘
発された酸化ストレスの増大には十分対応していな
いことが示唆された。
【目的】人工股関節は、術後長期になるにつれポリエ
チレンの摩耗に伴う問題が発生し、再置換術を余儀な
くされることも少なくない。本研究では、摩耗に伴い
Polyethylene　liner（以下PE　liner）のみの再置換を
行った症例の検討を行った。
【対象と方法】対象は1989年から1993年の問に当
科において初回THA施行した症例のうち、摩耗に伴
いPE　linerのみの再置換術に至った7例8関節、女6
例男1例、変形内股関節症5関節、大腿骨頭壊死症3
関節、初回手術時年齢23～62歳（平均43．8歳）、再置
換時年齢34～75歳（平均53．0歳）、初回手術よりの経
過観察期間は平均ll年llヶ月、使用機種はBiomet
（Mallory－Head、　Bi－Metric（近位1／4　porous）、　inner
headはModular　type、チタンまたはCo－Cr合金（28
㎜径）、PE　liner　High　wall　Hexloc　type）。検討項目
はJOA　score、　PE　liner再置換までの期間、再置換術
後脱臼の有無、およびX線学的検討としてsocket
size、　socket設置角、　osteolysisの有無、　PE　liner　wear
等である。
【結果および考察】初回THA術前JOA　scoreは25
～68点（平均45．6点）、liner再置換前JOA　scoreは74
～97点（平均84．6点）、liner再置換後JOA　scoreは80
～97点（平均92．3点）、PE　liner再置換までの期間は、
7年8ケ月～12年9ケ月（平均10年2ケ月）であっ
た。PE　linerの年平均線摩耗は平均0．28　mm／yであっ
た。inner　headはCo－Crよりチタンの方が高摩耗で
あった。8関節中2関節でPE　liner再置換術後早期に
脱臼を認め、本手術後特に注意を要すると思われた。
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